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ウデヘ語の手引 

 

 

バグジフィ！ ウジェメジ ジャーナザフィ！ 

Baagdifi!  Udiemeji dianazafi! 

こんにちは！ ウデヘ語で話しましょう！ 
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１．はじめに 

ようこそ、ウデヘの地へ！ 

 新潟から北へひとっ飛び、日本海を越えると、やがて眼下に広

がる沿海州の樹海（残念ながら雲の下で見えないことも多い）。

２時間ほどのフライトで、極東の大都市ハバロフスク着。そこか

ら車で４～５時間も南下すると、そこはもうビキン川のほとり、

ウデヘの村です。 

 沿海州を横切るビキン川は、西へ流れてウスリー川に注ぎます。

ウスリーの流れは中国との国境をかたちづくりながら北上し、ハ

バロフスク付近でアムール川に合流。大河アムールはさらに北上

東進し、大陸と北サハリンが最も接したあたりの間宮海峡に注ぎ

ます。この大量の真水が冬には流氷となって、北海道のオホーツ

ク沿岸にもやってくるのです。そう考えると、意外と「つながっ

ている」という感じがしませんか？ 

 ロシアには多種多様な少数民族が住んでいます。極東だけでも

数十の異なった民族がいます。ウデヘもその一つで、昔から豊か

な森と川の恵みとともに生活してきた人たちです。このあたりの

川筋を中心に暮らしてきたツングース系と呼ばれるグループの

一派で、仲間（親戚）の民族としてはアムール流域のナーナイ、

サハリンのウイルタなどがいます。ウイルタの一部の人たちは戦

後、日本人の樺太引き揚げとともに北海道にも渡ってきました。

一方、アムール川は上流側の中国では黒龍江と呼ばれ、その支流

域にもツングース系の人たちがいます。代表的な民族として満州

族がいます。「ラスト・エンペラー」で知られる中国最後の王朝

「清」を築いた人たちです。 

これらを含めて十種ほどのツングース系民族があり、同じ系統
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のことばを話してきました。しかしながら今日、日常語としては

中国では中国語、ロシアではロシア語のほうが使われています。

ウデヘの人たちも例外ではありません。現在、沿海州・ハバロフ

スク州を中心に約２千人のウデヘ族がいますが、そのうちウデヘ

語を自由に話せるのはもはや百人に満たないのではないかと見

られています。 

 クラスヌィ・ヤール村でも、通りで耳にするのはほとんどロシ

ア語です。すれ違う子どもたちが「ズラスチ！」と挨拶してくれ

ても、それはロシア語です（正確には「ズドゥラフストヴィチェ」

という舌をかみそうな単語ですが、「ズラスチ」で十分！）。でも

中年以上の人たちの中には、ウデヘ語がわかる人も少なくありま

せんし、子どもたちだって、いくつかの単語ぐらいなら知ってい

ます。「ズラスチ！」と言われたら、ウデヘ語で「バグジフィ！」

と返してみましょう。「日本人でさえウデヘ語を知ってる！」と

なったら、彼らの意識も変わってくるかもしれません。さあ、せ

っかくウデヘの地に来たからには、片言でもぜひウデヘ語で話し

てみましょう！ ただしせっかくウデヘ語で話しかけても、わか

ってもらえない人もいます。そんなときはロシア語で、「エータ 

ウデゲイスキ イズィク」（これはウデヘ語です）と教えてあげ

てください。 

 

ウデヘ語はどんなことばか？ 

 意外に思われるかもしれませんが、ウデヘ語はロシア語なんか

よりはずっと日本語に似た言語です。ウデヘ語の属するツングー

ス諸語というグループはモンゴル諸語、さらに西のチュルク諸語

（トルコ系の言語）とともに、「アルタイ諸語」というくくりに
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含められます。この三者が同系（つまり親戚同士の関係）である

かどうかは、議論のあるところですが、音や文法のしくみはよく

似ています。そればかりか、日本語や朝鮮・韓国語とも、言語の

タイプとしてはよく似ているのです。でも、いくらガワ（しくみ）

が似ていても、肝心の中味（個々の単語）が似ていなければ、親

戚とは言えません。同系の言語であれば、たとえば英語とドイツ

語のように、単語同士が組織的に似ているのがふつうです。 

 たとえば次のウデヘ語の文を見てください： 
 
ビー ウジェ ケイェウェニ タトゥシミ.  

Bii   udie   keye-we-ni   tatusi-mi. 

 私は  ウデヘ 語を         学ぶ。 

 
どこが似ているんだ？と思われるかもしれません。たしかに個々

の単語は全然似ていませんね（bii「私(は)」, udie「ウデヘ」, keye

「ことば」, tatusi-「学ぶ」）。でも単語を構成する音の種類や並び

方（たとえば単語の頭や最後に子音が重ならないことなど）、名

詞の後ろに格助詞みたいなのがくっつくこと（-we「を」）、さら

に語順などはどうでしょうか？ こうした点では英語やロシア

語なんかよりはずっと日本語に「似ている」と言えるでしょう。

もちろん文法上、日本語と異なる点もいろいろあります。たとえ

ば上の、-ni, -miは「人称語尾」といって、名詞に付くとその「所

有者」（ここでは前の語と関係付けるはたらき：「ウデヘ ことば

-を-その」）、動詞に付くと主語（「学ぶ-私が」）を表わします。ち

ょっとむずかしそうだけど、まずは基本的な文法要素とその付き

方を覚えて、あとは必要な単語を入れ替えれば、とりあえず何と

かなる？はずです。 
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２．発音の注意 

ウデヘ語には文字（決まった書き方のしくみ）はありません。

研究者はロシア字やローマ字で書きますが、それさえ必ずしも一

定の方式というわけではありません。ウデヘの人たちの中には、

『ビキン川のほとりで』を書いたＡ．カンチュガさんのように、

自分なりの書き方でウデヘ語を書き表わすことのできる人もい

ますが、こういう人はきわめてまれです。 

細かい発音の違いを問題にしなければ、カナでも近い発音を示

すことは可能です。ここではカナ書きに、ローマ字を添えて示し

ました。特に注意が必要なのは次のような点です。 

 

○エの発音：エ段のカナ（エ、ケ、セ、テ、ネ等）の母音は、日

本語のエではなく、口をあまり開けない、あいまいなアのように

発音します。英語のあいまい母音[ə]のような音です。ローマ字で

も便宜上 e で書きます。 

○鼻濁音：カ行のカナに濁点の代わりに°を付けた、カ°、キ°、ク°、

ケ°、コ° は、いわゆる鼻濁音です。ガ、ギ、グ、ゲ、ゴを鼻に抜

いて発音しましょう。ローマ字では ŋ を使います。 

○ラ行音：日本人にはありがたいことに、ウデヘ語には r と lの区

別は一応あるのですが、実際には r の音が現れることはまれです。

したがって、ラ行のカナはほとんど l（エル）ですが、日本語の

ラ行で発音しても大丈夫です。ただしロシア語からの借用語では

r も出ますので、そのときは少し意識して巻き舌で（舌先を軽く

震わせて）区別してください。 

○アクセント：発音でそれっぽく聞こえさせるために意外と大事な

のがアクセント（と、文としてのイントネーション）です。これ
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が違うと聞き取ってもらえないことも。しかし心配ご無用。日本

語のハシ「箸」／ハシ「橋」のように、アクセントの違いで意味

が区別されるようなことはありません。大体は語末（文末）をや

や高く強く発音します：バグジフィ「こんにちは」、アササ「あ

りがとう」のような挨拶は特に元気よく！ 

○母音調和：発音そのものというより、文法との関係で注意して

おくべきことに「母音調和」があります。これはアルタイ諸語に

共通する特徴の一つで、単語が原則として同じ系列の母音から構

成されるという制限です。ウデヘ語では通常、e と a, oとは異な

る系列に属し、一語中で共存しません。また a と oの共存もまれ

です。ただしあくまでも「原則」で、実際には例外もかなりあり

ます。この制限にともない、接尾辞や語尾の多くは、語幹の母音

に応じて a～e～oの形をもちます。たとえば上で見た keye-we「こ

とばを」の格語尾-we「を」は語幹によっては-wa や-woの形で現

れます：スグジャ-ワ sugja-wa「魚を」, ウォクト-ウォ wokto-wo

「草を」のように。 
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３．会話篇：挨拶と日常の表現 

 

(１) こんにちは：バグジフィ   Baagdifi. 

 まずはこの挨拶から。文字どおりには、「私たちはお互いに会

っています」ということ。時間や立場にかかわらずに使える。 

 

(２) ありがとう：アササ   Asasa. 

 これも簡単！ ツングース諸語の中でもウデヘ語独特の表現

で、どういう語源か、よくわかっていない。一説では中国語のシ

ェシェ（謝謝）から来ている？とも。実はウデヘの居住域にはか

つて中国人も多くいて、中国語由来の単語が結構たくさんある。 

 

(３) さようなら：アヤ ビテイゼ   Aya biteize. 

／アヤ ケﾟネテイゼ   Aya ŋeneteize. 

 去る人と残る人とで使い分ける。前者は「よくとどまれ（＝達

者でいろ）」、後者は「よく（＝気をつけて）行け」ということ。

-teize「あとで～しろ、しておけ」の意味の婉曲な命令形。複数の

相手に言うときには、‐テウゼ -teuzeとなる。 

 

(４) お名前は？：シー ゲグビイ オノ？   Sii gegbii ono? 

 「あなたの名前はいかに？」ということ。疑問文なので、文末

を上げ調子で。 

 

(５) 私の名前は一郎です： 

ビー ゲグビイ イチロー   Bii gegbii Itiroo. 

 gegbiは一般に物や人の「名前」、-iは人称語尾だが、上の(4)で
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わかるように実は 1, 2人称とも同形なので、前に sii「あなた」bii

「私」を付けて使う。なお苗字を答えてもよいが、苗字を表わす

セー see という単語もある：ビィ セーイ ヤマダ Bii seei 

Yamada.のように。 

 

(６) あなたに会えてうれしいです： 

シナワ イセミ アグダイミ   Sinawa isemi agdaimi. 

 「あなたを 見て 私はうれしい」の意。ちなみに「アグダイミ」

はクラスヌィ・ヤール村民族アンサンブルの名前でもある。 

 

(７) 私たちのところへお客に来なさい： 

ムンチギ ジマヤ   Muntigi jimaya. 

 

(８) よろしい、ＯＫ：インケ   Iŋke. 

 

(９) 乾杯！：ガー ウミゼフィ   Gaa, umizefi. 

「さあ、飲もう」の意。ガーの代わりに、ゲー gee の母音で発

音されることもあるが、これは「悪い」という意味の形容詞と同

じ形なので、ちょっとまぎらわしい。グラスを

掲げて Gaa!だけでも十分。ただしウデヘ式（＝

ロシア式）の乾杯はイッキなので注意（しかも

強いウオッカ！）。 

 

(10) 私はお酒を飲めません： 

ビー アイワ ウミミ エイミ ムテ   

Bii aiwa umimi eimi mute. 
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 飲めない人はこちらを。でも、Gaa!と言って飲んじゃうほうが

簡単か。eimi muteは「できない」だが、ウデヘ語では「ない(私

は) できる」となる。 

 

(11) 私に水をください： 

ミンドゥ ウリウェ ブーイェ   Mindu uliwe buuye. 

 ウリ「水」の代わりにいろんな単語を入れると、いろんな物が

もらえる（？）。 

 

(12) 肉を食べなさい：ウレウェ ジガヤ   Ulewe digaya. 

 -ya（～-ye）は命令形語尾。「酒をちょっと飲みなさい」だった

ら、アイワ ニャンガ ウミイェ Aiwa niaŋga umiye. 

 

(13) これは何の肉ですか？：ウチ ヨウ ウレニ  Uti you uleni? 

 「これは何ですか？」なら、ウチ ヨウ？で OK。答えるとき

は、ウチ ○○「これは○○です」。ついでに「これは○○ではあ

りません」なら、ウチ ○○ エイニ ビエ Uti ○○ eini bie. 

 

(14) とてもおいしい：クトゥ ヘイ   Kutu hei. 

 クトゥ アヤ Kutu aya「とてもいい」でも可（こっちのほうが

何にでも使えて便利かも）。 

 

(15) あなたはウデヘ語がわかりますか？： 

シー ウジェ ケイェウェニ サイヌ？  

Sii udie keyeweni sainu? 

 まずはこう尋ねてみるのがいいかもしれない。もしニャンガ 
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サイミ Niaŋga saimi.「少しわかります」と言われたら次へ。 

 

(16) 私はあなたとウデヘ語で話したい： 

ビー シンジ ウジェメジ ジャーナクツァイミ  

Bii sinji udiemeji dianakcaimi. 

 

(17) ウデヘ語で言ってください： 

ウジェメジ ジャーナヤ   Udiemeji dianaya. 

 「ロシア語で」だったら、ルサマジ lusamaji。 

 

(18) 私は日本から来ました： 

ビー イベネジギ エメーミ   Bii Ibenedigi emeemi. 

 Ibene「日本」は中国語経由で入った単語か。 

 

(19) 私たちは舟で川をのぼります： 

ミンチ  テムチゲジ  ソロイフィ  Minti temtigeji 

soloifi. 

 「くだる」なら、エイェネイフィ eyeneifi。 

 

(20) あなたが好きです： 

ビー シナワ アユミ   Bii sinawa ayumi. 

 ウデヘ語式告白。でも年寄りにしか通じないとしたら、やっぱ

り残念！ 
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４．テキスト篇 

(１) カンチュガさんのメッセージ 

 「カンチュガさん」と言っても、村にはカンチュガ姓の人はた

くさんいるので、名前と父称（アレクサンドル・アレクサンドロ

ヴィチ）を縮めて、サンサーノヴィチと呼ばれています。このよ

うに「名前＋父称」で呼ぶと敬意を込めた呼びかけになるのはロ

シア語の習慣です。ちなみに「父称」というのはお父さんの名前

ですから、お父さんもアレクサンドルですね。ロシア名が一般的

になる前は、みなウデヘ式の名前をもっていました。実はお父さ

んは、あの『デルス・ウザーラ』を書いたＶ．Ｋ．アルセーニエ

フから、彼の調査探検を手伝っているときに、このロシア名をも

らったそうです。だからカンチュガさんの名前の中には、デルス

の世界が引き継がれていることになります。 

 

デルスはウデヘだった？ 
ウラジーミル・クラウジエヴィチ・アルセーニエフ（1872-1930）は、

20 世紀初頭、沿海州を探検し、ロシア極東の地誌と民族誌に貢献した

が、その案内人の一人として活躍したのが、現地で出会った猟師デル

ス・ウザーラ。アルセーニエフは 1902 年、1906 年、1907 年の 3 次に

渡るデルスとの探検行を作品化している。黒澤明監督によって 1975年、

映画化され、日本でもファンが多い。ところで、デルスは「ゴリド」（ア

ムール川流域を中心に住むナーナイの旧称）を自称しているが、実は

ウデヘだったのではないかとも見られている。たとえば、探検途上で

星を指差して「あのウイクタを見なさい」と言っている。星はナーナ

イ語でホシクタ、ウデヘ語ではワイクタだから、デルスの語形はどう

見てもウデヘ語に近い―という疑問から始まって、デルスはどんなこ

とばを話したか、デルスとは何者だったのかについての、マジメな考

察が次のサイト（津曲の所属研究室ホームページ）にある： 

http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~r16749/gengo/index.htm 

ついでながら、同サイトでは、ウデヘ語の文例 220 例が閲覧できるの

で、本書の補充として利用されたい。また「フィールドノート」のペ

ージにはクラスヌィ・ヤール村のことを書いたエッセイもある。 
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さて、そのサンサーノヴィチが日本の皆さんに寄せた歓迎のメ

ッセージがあります。ぜひウデヘ語で読んでみましょう。 

A.カンチュガ自筆ノート 

 

 

Jimayeu!  Ibene  gagdadiga!  ジマイェウ！、イベネ ガグダジガ！ 

来たれ！日本の友ら！ 

Giantayeu  buu  Bikitigi.  ギャーンタイェウ ブー ビキチギ 

ようこそ、わがビキンへ 

Bolo  kutu  uligdiga  uli.  ボロ クトゥ ウリグジガ ウリ 

秋にはいと麗しき川 

Buazegeni  abdia  sagdaŋini.  ブアゼゲニ アブジャ サグダキﾟニ 

森では木の葉が枯れ 

Utemi  yamadam  bokonoini.  ウテミ ヤマダム ボコノイニ 

そしてさまざまに色づく 
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(２) 『ビキン川のほとりで』の一節 

 カンチュガさんが子どものころの思い出を、ウデヘ語とロシア

語の対訳でつづったのが『ビキン川のほとりで』です。その冒頭

をウデヘ語で読んでみましょう（カナ書きは省略）。幼児が初め

て母の手を離れたときの不安な気持ち、そして一人歩きできたあ

との誇らしさが表わされています。 

 
 

Ali  bisee    uti?      Tiineŋi  bisinibede  bie. 

いつだったか，これは？   きのう   だったみたいだ。 

Bii   nioula  biŋei  egdime  isei,   ono      buu    saŋtau   

私が 子供だったとき，たくさん  見た，どのように 私たちの 大人が 

bagdiemeti. 

暮していたかを。 

Utelieŋi  udiedige     kolhozatigi  suyeti  bisini. 

そのころ ウデヘたちは  コルホーズに  入って いた。 

Bii  amii  eniŋeide  esiti  suye.      

私の  父    母は      入ってなかった。 

Ono       bagdiemide  eimi  saa  uti   Kayaludu. 

どのように  暮らしたか  知らない，  この   カヤルで。 

Emnegdeli  (mindu  ilientini  aŋani  ŋenelieni)  buu   aanau    

あるとき   （私は   ３歳になった   ばかりだった）私たちの 舟は 

youke   bitalani  agdaani.   

どこかの 岸に     着いた。 

Bii  mene  eniŋei  kialani  bisimi.   Bii  amii  agadigede 

私は 自分の 母の   そばに   いた。     私の 父と   兄たちは 
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youhike  semeeti.   Youhi  ŋenekteeti?    esimide  saa. 

どこかへ  消えた。   どこへ  行ったのか？  私にはわからなかった。 

Eniŋeitene  minawa  tootolomie   youhike  hebuese. 

母は        私を      背負って    どこかへ  連れて行った。 

Utebede  ŋenemie  doumile  iineemu. 

そうして  行くと     橋に    着いた。 

Uti  doumi  solioleni  lamuŋku  bisini. 

この  橋の   上流に     製粉所が  あった。 

Doumile   liasi  egdi   nioula  sugjawa  akisiti   meiŋmeji. 

橋の所では 大変 たくさんの 子供が   魚を     突いていた，やすで。 

Mene  agai  Petewe  iseemi  bii.  Nuani  niugusawa  akindeni. 

自分の 兄の ペーチャを 見た，私は。  彼は カワヒメマスを突いていた。 

Doumiwe  doumie  eniŋe  minawa  naatigi  tindaga. 

橋を       渡って    母は   私を     地面に   置いた。 

“Nica  ei  bie,  gianaye  menede,  iinefi,”   guŋkini  nuani. 

「小さくない，   歩け，  自分で，私たちは着いた」と言う，彼女は。 

“Ei  hokto  culini  gianaye,  zugditigi  emezeŋei.” 

「この道に   沿って   歩け，   家に       着くだろう」。 

Hoktowe  iseemi  bii.   Eyeihi  ŋeneeni     uti.   

道を      見た，  私は。 下流に 向かっていた，それは。 

Utawa  isekcei  elini,  bii  eniŋei  minawa  

これを  見ている とき， 私の 母は   私を   

wentemi  tukiamaani   uti   hoktolide. 

ほうって   走った，    この   道に沿って。 

Bii  naatigi  tiŋmemie  soŋoliemi.   Imi  wenteeni          

私は 地面に  置かれて   泣き出した。 なぜ  ほうって行ったか， 
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minawa  bii  eniŋei? 

私を     私の 母は？ 

Petetene  inieimi  diaŋkini  mindu:  “Iligiye,  eji  soŋo. 

ペーチャが 笑って  言う，    私に。   「立て，  泣くな。 

Hokto  culini  ŋeneye.   Zugdi  goolo  eini  bie.   

道に   沿って  行け。     家は    遠く   じゃない。    

Gaiti  iinezeŋei.” 

すぐ  着くだろう」。 

Ono  nihezemi?   Alasizemi  eniŋei?   Ile   biiti    

どうしよう？       待とうか，  母を？    どこにいるか， 

bii   agau  Kaŋsibude  Mitede? 

私の  兄    カンシブも  ミーチャも？ 

Imi  eiti   genegi      minawa?   

なぜ 連れて 行かないか， 私を？ 

Nuati  minawa  tootolodumese. 

彼らは  私を    おぶってくれればいいのに。 

Niaŋga  tendeesi,  iligiemi    bii.   Hokto  culini  ŋenezemi. 

少し   座っていて，立ち上がった，私は。 道に   沿って   行こう。 

Ute   ŋeneliemi.   Hokto  egelini  liasi  gugda  wokto  yueni. 

こうして歩き出した。 道の  まわりに  とても 高い  草が 生えていた。 

Goodo  eimi  ŋene,  isei  bii  zugdiwe.   Dasala  bisini. 

遠く    行かずに，    見た，私は  家を。    近くに   あった。 

Niide   eini  asali   minawa.   Biitene   maŋgasiliemi. 

だれも  迎えなかった，私を。      私は    強くなった気がした。 
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５．単語篇 

 

☆ 名詞 

動物 

トラ 

アカシカ 

ノロジカ 

ヘラジカ 

クマ 

 

 

 

 

 

イノシシ 

クロテン 

ウサギ 

ネズミ 

アナグマ 

イヌ 

ネコ 

ブイ bui 

クチ kuti 

キャカ° kiaŋa 

ポウゼ pouze 

オグビョ ogbio 

マファ mafa 

（総称、「爺さん」の意） 

ソンゴ soŋgo（総称） 

ナニキ° naniŋi（ヒグマ） 

グァイジマ guaijima 

（ツキノワグマ） 

ナクタ nakta 

ニョー nioo 

トゥクツァ tukca 

シケ° siŋe 

ヤンダサ yandasa 

イネイ inei／イナイ inai 

ケイゲ keige 

馬 

牛 

小鳥 

フクロウ 

ワシミミヅク 

ワシ 

 

カモ 

カラス 

魚 

コクチマス 

カワヒメマス 

カワカマス 

イトウ 

サケ 

蚊 

蝿 

ヘビ 

ムイ mui 

ヤー yaa 

チンダ cinda 

モートゥ mootu 

ガンパ gampa 

キャ kia,  

キャサ kiasa 

ガヤ gaya 

ガイ gai 

スグジャ sugja 

ゾウケ° zoyŋe 

ニュグサ niugusa 

グエセ guese 

ゼリ zeli 

ダワ dawa 

カ°マクタ ŋamakta 

ゴボー goboo 

クリガ kuliga 
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自然 

森 

山 

川、水 

海 

空 

雨 

雪 

太陽 

月 

星 

雲 

 

ブアゼゲ buazege 

ウェ we 

ウリ uli 

ナム namu 

ブア bua 

チグデ tigde 

イマ ima 

スー suu 

ビャ bia 

ワイクタ waikta 

トキョ tokio 

石 

風 

火 

木 

草 

花 

葉 

ワラビ 

ギョウジャニンニク 

チョウセンニンジン 

ジャガイモ 

 

ゾロ zolo 

エジ edi 

トー too 

モー moo 

ウォクト wokto 

ファ hua 

アブジャ abdia 

ニクテ nikte 

ソジ sodi 

オロンド olondo 

トゥドゥゼ tuduze 

 

人間 

頭 

顔 

目 

口 

歯 

鼻 

耳 

ニー nii 

ジリ dili 

デグジ degdi 

ヤー yaa 

アンマ aŋma 

イクテ ikte 

キ°オ ŋio 

クァイ kuai 

手 

足 

父 

 

母 

 

兄 

姉 

カ°ラ ŋala 

ブグジ bugdi 

アミ ami,  

アブガ abuga 

エニ eni,  

エニケ° eniŋe 

アガ aga 

エヘ ehe 
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弟 

 

妹 

 

大人 

子ども 

友達 

 

バータマ ネク° 

baatama neŋu 

アジガマ ネク° 

ajigama neŋu 

サンタ saŋta 

シテ site 

ガグダ gagda 

 

男 

女 

若者 

男の子 

女の子、娘 

 

夫 

妻 

ニーンタ niinta 

アーンタ aanta 

イェグジゲ yegdige 

バータ baata 

アジガ ajiga, 

ハタラ hatala 

マファ mafa 

ママサ mamasa 

 

衣食住 

家 

舟 

 

 

靴 

服 

 

ズグジ zugdi 

アーナ aana（大型） 

テムチゲ temtige（平底） 

ウグダ ugda（丸木舟） 

ウンタ uŋta 

テゲ tege 

 

帽子 

酒 

食べ物 

肉 

ギョウザ 

タバコ 

銃 

 

ボグド bogdo 

アイ ai 

ゼウ zeu 

ウレ ule 

ビャンチ bianci 

ダミ dami 

ミョウンダ miounda 

 

時 

今日 

昨日 

明日 

 

日 

月 

年 

 

エイネキ° eineŋi 

チーネキ° tiineŋi 

チマナ timana,  

チマナキ° timanaŋi 

ネキ°ニ neŋini 

ビャ bia 

アカ° aŋa 

 

朝 

夕方 

夜 

春 

夏 

秋 

冬 

 

チマニ timani 

シキェ sikie 

ドグボ dogbo 

ネキ neki 

ズア zua 

ボロ bolo 

トゥエ tue 
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☆ 動詞 

暮らす、生きる、

住む 

食べる 

飲む 

酔う 

眠る 

ある 

行く 

来る 

話す 

聞く 

書く 

バグジ bagdi- 

 

ジガ diga- 

ウミ umi- 

ソクト sokto- 

ク°ア ŋua- 

ビ bi- 

ケ°ネ ŋene- 

エメ eme- 

ジャーナ diana- 

ドグジ dogdi- 

オニョ onio- 

見る 

わかる、知る 

できる 

笑う 

喜ぶ、うれしい 

好む、好きだ 

持つ、つかむ 

取る 

狩をする 

殺す 

しない 

 

イセ ise- 

サー saa- 

ムテ mute- 

イニェ inie- 

アグダ agda- 

アユ ayu- 

ザワ zawa- 

ガダ gada- 

ワクツァ wakca- 

ワー waa- 

エ e-（本動詞の前に

置いて否定形を作る） 

 

 

☆ 形容詞 

大きい 

小さい 

多い 、 た く さ ん 

少ない 

ない 

高い 

低い 

強い 

弱い 

サグジ sagdi 

ニツァ nica 

エグジ egdi 

ワツァ waca 

アンチ anci 

ググダ gugda 

ネクテセー nektesee 

マンガ maŋga 

エーデ eede 

良い 

悪い 

美しい 

 

暑い、熱い 

寒い 

冷たい 

赤い 

 

アヤ aya 

ゲー gee 

アラグジガ alagdiga（人） 

ウリグジガ uligdiga（物） 

ヘクイ hekui 

イケ°ニ iŋeni 

ギリ gili 

フラリギ hulaligi,  

フタリギ hutaligi 
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白い 

黒い 

緑の 

青い 

 

ツァリギ caligi 

パリギ paligi 

ニョリギ nioligi 

ニョロ niolo, 

ヘヘリギ heheligi 

楽しい、面白い 

恥ずかしい 

 

セブゼンケ sebzeŋke 

ハグザフィ hagzafi 

 

 

☆ 代名詞など 

これ 

あれ 

私 

きみ、あなた 

彼、彼女 

 

私たち 

 

 

あなたたち 

 

彼ら 

何 

だれ 

どこ 

どう 

なぜ 

ウチ uti 

テイ tei, テーチ teeti 

ビー bii [ミナワ minawa (私を), ミンドゥ mindu (私に)] 

シー sii [シナワ sinawa (あなたを), シンドゥ sindu (あなたに)] 

ヌアニ  nuani [ヌアマニ nuamani (彼を), ヌア(ン)ドゥニ

nua(n)duni]  

ブー buu（除外形：聞き手を含まない）[ムナワ munawa (私

たちを), mundu (私たちに)],  

ミンチ minti（包括形：聞き手を含む） 

スー suu [スナワ sunawa (あなたたちを), スンドゥ sundu (あ

なたたちに)] 

ヌアチ nuati 

ヨウ you 

ニー nii 

イレ ile 

オノ ono 

イミ imi, ヤナミ yanami 
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☆ 数詞 

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

九 

十 

オモ omo 

ズー zuu, ズベ zube 

イラ ila 

ジー dii 

トゥカ° tuŋa 

ニュク° niuŋu 

ナダ nada 

ザクプ zakpu 

イェイ yei 

ザー zaa 

十一 

 

二十 

三十 

 

百 

 

ザー  オモ  zaa omo

（以下十九まで同様）

ワイ wai 

イラ ザー ila zaa 

（以下九十まで同様） 

タング taŋgu 
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６．文法接辞一覧 

 

①格語尾 

名詞はそのままの形（語幹）で主語などを表わすほか、格語尾が

付いて文中でのいろいろな関係を表わす。a の母音で示したもの

は、母音調和によって eや oと交替する。また名詞によっては少

し形が変わる場合がある。 

 

 

主格  が               （語尾なし） 

対格  を  -wa~-ma 

与格  に  -du 

方向格 の方へ  -tigi 

場所格 で  -la~-dula 

沿格  に沿って  -li~-dili 

奪格  から、より（比較） -digi 

道具格 でもって、と共に -ji 

指定格 として  -na-（人称語尾を伴う） 

 

 

 

②人称語尾 

 名詞では語幹、または格語尾があればその後ろに付いて所有者

の人称と数（単複）を示す。動詞ではある種の活用語尾のあとに

付いて、主語に一致した人称・数を示す。 
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単数         複数 

１人称  -i~-mi~-bi    -u~-mu（除外形） 

                     -fi（包括形） 

２人称 -i              -u 

３人称  -ni         -ti 

 

 

③活用語尾 

 上の「単語篇」であげた動詞は「語幹」の形で、ふつうはこの

あとに何らかの活用語尾が付いて、述語になったり、接続の形に

なったりする。以下には主なものだけをあげる。 

 

 

命令  -ya, -taiza 

現在  -i（または語尾なし） 

過去  -a 

未来  -za, -zaŋa 

連続  -mi（しながら）  

後続  -asi（してから） 

条件  -li, -lisi（すれば） 

目的  -la, -laga（するために） 
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７．ウデヘを知るための本 
 

ウデヘ語や、ウデヘの世界、周囲の自然に関心をもった人にお

勧めの本。価格（税別）を記したものは新本で買える。他のもの

もネット通販などで入手可。（ちなみに私は下記の『偉大なる王』文庫

版をアマゾンで何と１円！（送料別）で入手した。得したような反面、こん

ないい本がコレデイイノカ？という複雑な思い）。 
 

○アレクサンドル・カンチュガ著／津曲敏郎訳『増補改訳 ビキ

ン川のほとりで：沿海州ウデヘ人の少年時代』北海道大学出版会、

2014 年（\2200＋税） 

 ウデヘの昔と今を知るには絶好の本。親子の絆、貧しくとも助け合

う子どもたち、「これが正しい家族の姿だ！」と、ちょっと年配の人

にはなつかしい気持ちにもさせる。2001年刊の初版を改訳し、第二部

「都会での学校生活」を増補。 

 

○アレクサンドル・カンチュガ著／津曲敏郎編訳『ウデヘの二つ

の昔話』かりん舎（http://kwarin.net/）、2004 年（\1000、別途

CD 版\600 もあり） 

 子どものころ、革なめし仕事を手伝いながら母から聞いた話と、狩

の夜、テントで父から聞いた話。村の子どもたちの絵を中心にウデヘ

語・ロシア語も添えた絵本。実は村の学校の教科書として作った（残

念ながらまだあまり活用されてはいないらしい）。CD版ではパソコン

で絵を見ながら、カンチュガさんの語りが聞ける。 

 

○ユーリー・B・プキンスキー著／千村裕子訳『ビキン川にシマ

フクロウを追って：アムールの自然誌』平凡社、1989 年 
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 何日も森にこもって、蚊に刺されながら、いつ出てくるかわからな

い鳥をじっと待つなんて、すごいよなあ（ウデヘのハンターも猟のと

きは同じ）。クラスヌィ・ヤール村のことも出てくる。 

 

○ミハイル・ディメノーク著／橋本ユウ子・菊間満訳『どんぐり

の雨：ウスリー・タイガの自然を守る』北海道大学図書刊行会、

1997 年（\1800） 

 ビキン川よりもっと南の森林地帯を舞台に、元営林署長の著者が語

る。植物の話題が豊富。 

 

○ウラジーミル・アルセーニエフ著／長谷川四郎訳『デルスー・

ウザーラ』上・下、河出文庫、1995 年 

 何種類か訳本が出ているが、この上下巻が 3次に渡るデルスとの探

検行を網羅している。クロサワの映画もぜひ見ておきたい（DVD が

ネット通販で入手可、図書館の視聴覚室などでコレクションしている

ところもある）。 

 

○ニコライ・A・バイコフ著／中田甫訳『バイコフの森：北満洲

の密林物語』集英社、1995 年（税込 \1835） 

 アルセーニエフとほぼ同時代の著者が、中国東北部の森林地帯での

動物、自然、人間などをめぐるさまざまなできごとを描いている。 

 

○ニコライ・A・バイコフ著／今村龍夫訳『偉大なる王（ワン）』

中公文庫、1989 年 

額に「王」、首筋に「大」の字を刻んだ、誇り高きトラの一生を、

トラの目線で描いた動物文学の傑作。斉藤洋による子ども向けダイジ



 25 

ェスト版（講談社、1998年、¥1500）も読みやすい。 

 

○佐藤宏之編『ロシア狩猟文化誌』慶友社、1998 年（\6000） 

 『ロシア…』と銘打ちながら、実はクラスヌィ・ヤールでの調査を

中心としたウデヘ狩猟文化誌。考古学・民族学・言語学等の専門家が

それぞれの立場から書いている。専門書ではあるが、特に言語につい

て、風間伸次郎氏によるウデヘ語の概略とテキストは初学者にも有用。 

 

○神沢利子作／G・D・パヴリーシン絵『鹿よ おれの兄弟よ』福

音館書店、2004 年（\1700） 

 神沢さんは 1995 年にして、すでにビキン川を猟師の舟でさかのぼ

ったという、元祖ビキン・ファン。それからほぼ十年を費やし、ご自

身の八十歳の誕生日に合わせてこの絵本を作った。動物の命を糧とす

る狩人の想いが、ビキン川を舞台に描かれる。画家の精細な絵もすば

らしい。 

 

○アルセーニエフ作／パヴリーシン絵／岡田和也訳『森の人 デ

ルス・ウザラー』群像社、2006 年（\2000） 

 上と同じ画家の絵を得て、「デルス」が絵本としてよみがえった。

長い物語をうまくまとめている。 

 

 

 



  

地図：小林重予（2003ツアー参加） 

 

2006 年 8月 31日 発行  2014 年 9 月 9日 第 3 刷 

ウデヘ語の手引 

こんにちは！ ウデヘ語で話しましょう！ 

著 者  津曲敏郎 （北海道大学大学院文学研究科） 
協 力  小林香与 （2003ツアー参加） 

挿 画  葛西香子 （2005ツアー参加） 

 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウデヘの守り神の一つ ドラコン（龍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




